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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育長の報告　17日(日)に(財)井上家教育振興会理事長井上二郎氏の葬儀に参列した。弔辞等を聞く中、井上氏の素晴らしい生き方に感心した。それは米100俵どころではない、私が初めて泳いだ南中のプールも(財)井上家教育振興会の寄贈であった。現在もその寄附は続いている。何でこんなに学校教育にお金をつぎ込むかと考えたのだが、井上氏は、国土は森林で出来ているし、水もまた森林から与えられるものだと常々仰っていたということである。山もその時すぐに育って、すぐその時に役に立つというのではなく、何代もかかって人の役に立つようになる。子どもたちにお金をかけるということも、何年後か何十年後かに初めて成果が現れてくるという所で、共通した物があるのではないかと考えている。
(財)井上家教育振興会から教育委員会は、沢山の資金的援助を受けている。井上二郎氏の考えが現実に現れるよう有効に使って行きたいと考えている。
議案第4号「教職員の定期異動に関する基本方針について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
本案は、教職員の定期異動について県教育委員会の方針に従い、日田市の教育振興のための異動方針を定めるものである。
管理職人事については、校長・教頭の同時異動は原則避け、各小中学校が十分に教育効果をあげるため、退職者の欠員充当や市町村合併後3年を経過し、新市一体となった教育活動を展開するため、識見・指導力等を考慮しながら適材適所の異動を行う。人事地域間交流については、可能な範囲で対処する。児童・生徒・教職員・保護者・地域の信頼に応える管理職としての自覚と責務とを強く指導しながら対処する。

次に、一般教職員人事については、校長の意見を尊重しながら適材適所の配置により学校教育の充実を図る。年齢比、男女比については万遍なく配置をしたいが、45歳から48歳の教員が全教員1/3を占めていることや、また、小学校では女性教員が、中学校では男性教員が多い等はあるが、出来るだけ偏らずに配置をしたい。また、異動基準③⑥⑫等の基準該当者について適材適所で対処する。大分県教育委員会が規定した「新人事ル－ル」の取り扱いについては、日田市に与えられた３年間の移行処置期間中に、主として旧郡市間交流において解消する。
また、管外転出希望に努力するとともに､日田市出身教員の受け入れに努め、長期展望に立った人事異動の推進を図る。
説明のあった議案第4号「教職員の定期異動に関する基本方針について」意見を求める。

校長退職者5名の氏名は公表できるか。

小学校は定年退職者が、有田小の森山校長、馬原小の高木校長、中学校は、東部中の大庭校長、三隈中の上野校長で、早期退職者は夜明小の池部校長である。
日田市出身教員の受入れについては、積極的にやってほしい。日田モンローといわれても、どの先生も、どの地域に行っても一生懸命やりますと言いますが、自分の生まれた所育った地域になるとやはり気合の入れ方が違うと思うので積極的に受け入れてほしい。
例年、何人ぐらい日田市出身教員を受入れているのか。

昨年までは、出身地以外で新採用をしていたので、新採用後3年を経過したら積極的に日田市に返すという目的である。玖珠郡に管理職として転出している校長教頭も6・7名いるので期間満了後は積極的に日田市に返したい。
新採用後3年を経過した教員は、ほぼ帰って来るのか。
県下全体では、学校統廃合等で教職員全体が過員状況にある。佐伯市、中津市等は特に厳しく、唯一受入可能な地域は大分市だけという状況となっている。

異動の基準というのは③⑥⑫の3つぐらいなのか。
③⑥⑫の基準は、あくまで具体的な基準であり、校長の意見や学校事情により異動の対象となる教員もいるところである。
議案第4号「教職員の定期異動に関する基本方針について」他に意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　
（議案第4号　議決）

議案第5号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
議案集別冊により補正予算案の概要について説明を行う。

10款教育費は、補正前の額3,753,914千円に対し、117,973千円を減額し、補正後の額を3,635,941千円とするものである。

　今回の補正の内容としては、工事請負費などの入札残の減額補正、事務事業の確定や決算見込みに伴う計数整理及び組み替え、国県補助金の確定に伴う補正などが主なものである。

　議案集別冊により補正予算を項目ごとに説明する。

説明のあった議案第5号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」意見を求める。

今回の補正額は、教育費全体で1億円以上の減額となっているが、その大きな理由は何か。
五馬中学校や咸宜公民館の工事請負費で入札残が出たことが大きな要因である。

英語指導助手招致事業で、渡航費の不要額が出ているが理由は何か。
英語指導助手の契約は原則1年であるが、1名と再契約を行ったため渡航費に不要額が出たものである。

旧小山小の廃校校舎解体事業で、一部校舎を残すということだが、何に使うのか。

旧小山小学校の施設については、地元やＮＰＯ法人が利用していた経緯があるが、台風による講堂の屋根の損壊などもあり、地元からの要望で取壊すことにしたが、校舎については趣のある校舎でもあり残すことにしたものである。
体育指導委員報酬の減額の理由は何か。

体育指導委員の定数を平成19年4月に71名から50名としたが、予算については71名分で計上していたため、差額を減額補正したものである。

三隈中学校の屋内運動場については、当初の計画から変更になったのか。

三隈中学校については、先に屋内運動場を建設し、その後校舎を建替える予定であった。しかしながら、その方法だと用地を取得する必要が生じるが、用地取得が困難であるため、建替え時期を迎えている校舎を先行させ、用地を確保し、平成20年度に屋内運動場を建設することとしたものである。

委託料などで入札残が多く生じているが、競争入札における競争原理が働いていることの証明で大変良いことだと考える。
現在、契約については、透明性と競争性の確保という意味合いで入札に際して、予定価格と最低制限価格を設定し、これを公表している。その中で指名競争入札を行うので最終的な落札価格は下がっている現状である。特に近年特徴的なことは、設計業務委託において全社が最低制限価格で入札してくるため、最終的には「くじ」になっている。そういった現状である。

文化財の関係だが、韓国の南大門は警備がなかったので火災になったとも聞いたが、日田市の文化財の警備はどうなっているか。

国指定文化財等については、消防設備など防災設備の充実は図っているが、警備については、管理者、所有者にお願いしているところである。

議案第5号「平成19年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について」他に意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　（議案第5号　議決）

議案第6号「平成20年度日田市一般会計歳入歳出予算教育費について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
別冊議案集により新年度予算の総括的な説明を行う。

　平成20年度予算案については、一般会計総予算34,508,606千円に対し、教育費予算3,459,313千円を計上し、前年度比7.7パーセント減である。

　以下、別冊資料により、前年度との比較増減、教育費の主要事業の説明を行う。

　議案集別冊により新年度予算を項目ごとに説明する。

説明のあった議案第6号「平成20年度日田市一般会計歳入歳出予算教育費について」意見を求める。

体育施設費で大山のＢ＆Ｇ海洋センターの管理委託料は、どこに計上されているのか。
大山のＢ＆Ｇ海洋センターは、管理委託をしてないところである。
新市長の初めての予算編成となるが、各中学校のＡＥＤ設置やエアコンの設計委託料等の計上はあるが、教育費全体としてはどんな所にメリハリをつけているか。
図書購入費が700万円から10,500万円に増額されているが。
振興センター費が市長部局へ移管されるが、これは今より規模が大きくなるのか。

現在、生涯学習課の職員である振興センター配属の課長補佐が市長部局の職員となることは間違いのないところであるが、全体の規模等は現在協議中なのではっきりしない。
圓川委員から質問のあった新市長の予算編成方針だが、教育委員会としては、2ヶ年継続事業で予定していた三隈中学校屋内運動場が単年度事業になったことや全中学校にＡＥＤが設置されることになったこと及び特別支援教育活動サポート事業で15名の補助職員が認められたこと等を考えると教育委員会としては、財政状況の厳しい中、手厚い予算措置だと考えている。
統合で閉校となった学校で、旧小山小学校は一部校舎を残す、堂尾小学校は全部取壊すということだが、学校跡地の取扱いについては地域の要望に沿い動くのか、それとも市が何かビジョンを示すのか、そのあたりはどうなっているのか。
閉校した学校跡地をどの様に利用するかは、地元の希望が第一である。現在、月出山小学校、堂尾小学校については、このようにしたいという意見を聞いている。堂尾小学校については、避難所を兼ねた公民館を予定している。
その他については、市で跡地検討委員会を設置しているので、その中で、現在検討中である。

学校の跡地利用として公民館を建設する場合の費用の負担はどうなるのか。
今回の堂尾公民館の建設については、市が地元に補助金を支出することになる。

旧郡部の小中学校のエアコンの実施設計は、校長室も対象になっているのか。また、教育振興費のネットワーク変更事業の内容はどういったものか。

エアコンの実施設計は、校長室、職員室、保健室、事務室を対象にしている。ネットワーク変更事業について、現在、色んな方法でインターネットに接続しているので、費用のかからない方法でスピードを上げるネットワークに変更を計画している。
ＡＥＤについては、クラブ活動等にも使うのか。
ＡＥＤの使用については、色んな場合に対応できるよう、学校の先生全員に使用方法の研修を実施する予定である。

博物館は、20年度で昔の道具展などの企画展を考えているようだが、隣接するパトリア日田との連携は考えているか。

企画展自体は、2階展示室を予定しているが、星空の神秘展で予定をしている講演会については、パトリア日田の小会議室等を考えている。
家庭学習の手引きについては、何年毎に作成しているのか。

教育委員会と連合育友会が連携して、内容を協議し来年度配付に向けて現在準備をしているところである。その後毎年改定を考えている。体裁としては、冊子にすると机の中にしまいこまれる可能性が高いので、1枚の用紙にして壁に貼れる様式を考えている。
議案第6号「平成20年度日田市一般会計歳入歳出予算教育費について」他に意見がなければ、本案は原案のとおり決することとする。

　（議案第6号　議決）

報告第2号「寄附採納報告（平成20年1月期分）」の報告を指示する。

　
1月期分の寄附採納状況について報告する。

　各課報告を指示する。

　現在作成中の日田市歴史教材資料について報告する。
　東渓中及び南部中生徒の事故について報告する。
講談社「全国訪問おはなしキャラバン隊」の来館について報告する。
　日　時　　平成20年3月15日（土）　午前10時30分～
平成20年度の給食費の改定について報告する。

臨時教育委員会会議の開催について

日　時　　平成20年3月3日（月）　午後5時30分～

　　場　所　　市役所別館　応接室
次回の定例教育委員会会議の日程について

日　時　　平成20年3月28日（金）　午後1時30分～

　　場　所　　市役所別館　2階会議室
　委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後4時05分
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